
や
配
置
及
び
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
大
き
く
五
時
期
に
区
分
で
き
る
。
注
目
さ
れ

る
の
は
条
坊
遺
構
の
存
廃
を
と
も
な
う
遺
構
変
遷
が
確
認
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
奈
良
時
代
前
半
に
は
、
調
査
地
の
二
坪
を
含
め
、
敷
地
が
隣
接
す

る

一
・
七

・
八
坪
に
お
よ
ぶ
四
町
域
規
模
の
役
所
な
い
し
は
邸
宅
が
存
在
し
た

可
能
性
が
高
い
。
つ
い
で
奈
良
時
代
中
頃
に
な
る
と
、
坪
境
小
路
を
設
け
て
、

二
坪
と
北
隣
の
一
坪
と
が
別
個
に
使
用
さ
れ
た

一
時
期
が
あ
る
。
そ
の
後
奈
良

時
代
後
半
に
は
、
坪
境
小
路
を
廃
し
て
、
再
度

一
。
二
坪
が

一
体
と
な
っ
た
二

町
域
規
模
以
上
の
役
所
な
い
し
は
邸
宅
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
奈
良
時
代
前
半
の
井
戸
か
ら
で
あ
る
。
井
戸
は
四
町

域
の
敷
地
内
の
中
心
建
物
群
を
囲
む
と
み
ら
れ
る
塀
の
外
（西
）
側
に
掘
ら
れ
て

お
り
、
東
西
五

・
Ｏ
ｍ
、
南
北
四

・
六
ｍ
の
大
き
な
隅
丸
方
形
掘
形
を
も
ち
、

深
さ
は
二

・
六
ｍ
あ

っ
た
。
枠
は
抜
取
ら
れ
て
お
り
、
井
戸
底
に
は
木
灰
が
薄

く
敷
か
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
は
土
器
片
が
若
千
出
土
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔美
〕

⑪
　
。
「
＜
□
濃
国
牟
義
郡
稲
朽
郷
□
□
里
＜
」

。
「
＜
　
　
　
□
□
□
□
　
　
　
　
　
＜
」

　

〕ｏ貸
ｅ
Ｘ
Ｎ
霞

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
昭
和
６３
年

度
』
盆

九
八
九
年
）

（中
井
　
公
）

奈
良
。東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
雑
司
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
一
月
き
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井

一
夫

・
松
永
博
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
の
西
方
は
、
廻
廊
に
沿

っ
て
幅
約
二
〇
ｍ
の
平
坦
面
が

存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
創
建
時
の
廻
廊
の
規
模
が
よ
り
大
き
か
っ
た
こ
と
に
も

甲
　
　
起
困
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

1988年出上の木簡

(奈 良)
こ
れ
よ
り
西
は
最
も
大
き
な
部

分
で
は
約
三
ｍ
の
落
差
を
も
つ

急
傾
斜
と
な
っ
て
い
る
。
調
査

は
、
こ
の
平
坦
面
の
南
端
部
付

近
約
七
〇
〇
ド
に
対
し
て
行
っ

，
ぅ
に

。

調
査
結
果
は
、
か
つ
て
森
蘊

氏
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
東
大
　
２



寺
の
旧
地
形
の
復
元
研
究
の
正
し
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
た
、
す
な
わ
ち
調
査

地
点
は
谷
を
埋
め
て
伽
藍
の
た
め
の
整
地
が
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
最
下

層
は
谷
底
に
自
然
堆
積
し
た
土
層
で
、
水
路
に
打
ち
込
ま
れ
た
杭
も
多
数
み
ら

れ
た
。
こ
の
最
下
層
の
黒
色
有
機
質
土
中
よ
り
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
そ

の
最
下
面
は
現
表
土
か
ら
約
七
ｍ
下
で
あ
っ
た
。
約
五
〇
伽
の
厚
さ
が
あ
る
こ

の
層
の
上
ｔ
は
、
二

・
五
ｍ
の
厚
さ
の
鋳
銅
関
連
遺
物

（銅
・
銅
の
熔
解
炉
片
）

を
多
数
含
む
層
が
あ
る
。
こ
の
層
は
さ
ら
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
調
査
区

の
北
壁
土
層
で
は
東
か
ら
西
へ
の
傾
斜
、
東
壁
で
は
北
か
ら
南

へ
の
傾
斜
が
認

め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
の
上
が
ど
の
方
向
か
ら
整
地
さ
れ
て
い
っ

た
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
層
の
上
面
は
、
調
査
区
の
東
半
部
に

お
い
て
は
水
平
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
の
上
層
は
、
手
斧
暦
を
含
む
約
七
〇
釦

の
厚
さ
の
層
で
、
こ
の
層
の
細
分
を
行
う
と
、
手
斧
暦
の
み
で
約

一
〇
皿
の
厚

さ
を
も
つ
部
分
も
あ
っ
た
。
こ
の
層
を
お
お
う
よ
う
に
約
五
〇
伽
の
き
れ
い
な

山
土
層
が
あ
り
、
こ
れ
が
創
建
時
の
最
上
面
の
上
層
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
よ

り
上
約
二
ｍ
は
、
凝
灰
岩
の
破
片
を
含
む
層
で
、
鎌
倉
期
の
再
建
に
か
か
わ
る

土
層
で
あ
る
。
土
層
観
察
な
ら
び
に
平
面
観
察
か
ら
現
在
の
地
形
は
こ
の
鎌
倉

期
の
再
建
に
よ
り
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
三
百
斤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨Φ受

実ヽ
ヽ
ｏ駕

②

　

「
＜
十
九
斤
日
日

日
□
　
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ解

ｏ

冨

其

斤
害

口

Ｌ

鴫

〕
四

　

　

μｇ

き

駕

〔北
≧

④

　

「
＜
対

一
斤
□
三
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦ実
∞受
ｍ
Φ駕

⑥
一更
些
戸
士
融
叫
ゴ

〔栗
≧

。
「
＜
□
屋
マ
ロ
万
呂
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
］Ｐ受
中受
∞
罷

⑥

　

「
＜
汁
三
斤
八
両
二
畝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ解貿
ド父
∞
電

⑦

　

「
＜
井
九
斤
二
畝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸ば
溢
冥
枷
Φ駕

①

　

「
＜
汁

一
斤
八
両
二
畝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞］
溢
受
∞
霊

ω

　

「
＜
白
銅
砕

一
裏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�卜支
］援
卜
ｏ驚

⑩

「
遷

嘩̈

饗

斜

岳

粋

抑

″

二
齢

斬

×

０
中
ｅ

ｘ
金
ｅ

×
い

ｏ
洋
Φ

ｈ
撃

「
自
官
請
上
吹
釦

一
万

一
千
三
百
十
二
斤

□
宮

〔
宿
徊
如
□

〔
丘
開

玲

国
人
一日

Ш

百
□
（〕
岸∞）
Ｘ
∞］
×
〕
　
Ｏ
μΦ

続Ｗ
　
　
　
「
／く
を毛
　
　
券挙峠一ゎ争‐‐〔講即
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μ伽∞）
×
∞い
×
∞
　
Φ∞Φ
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竃
丈

マ
回
□
　
　
竃
波
太
安
万
日

「＜〔酢膵
竃
舟
斤
」

０

　

。
「
く
右

四
竃

汁

斤

　
絡

郷
鸞

⑭

。
「
＜
　
口
Ｈ
Ｈ
口

　
　
」

，
「
＜
五
竃
七
斤

。
「
＜
　
六
月
七
日

。
「
＜
右
二
竃
対

一
斤
　
麟
√

。
「
＜
　
□
□

一
日
　
　
　
」

「
＜
七
竃
対
八
斤
」

。
「
＜
釜
破
中
国
回
」

。
「
＜
大
□
九
月
　
」

「私
マ〔駆郎
　
勝
福
足

□
守
男
廣
　
倉
人
口
□

長
谷
廣〔叫
〕

日

回

日

回

」

命
ωじ
×
Ｏ
じ
ｘ
Ｏ　
ｏＰｏ

ド
ω
ヽ
×
〕
Ｏ
Ｘ
”
　
⇔
∽
中

ド
ヽ
い
Ｘ

∞
ф
Ｘ

い
　

〇
∞
中

（
ド
ト
”
）
×
∞
い
ｋ
”
　
一
い
０

騨
∞
や
×

∞
∞
×

帥
　

衆
蔦

騨
∞
】
Ｘ

〕
μ
Ｘ
『
　

⇔
∞
や

含
∞じ
ｘ
合
じ
ｘ
∞

８
ド

。
「　
他
田
子
馬

ｏ
「
大
右
対

「
日

回

西
漢
人
益
人

「
□
壱
口

中
時
ド
Ｘ
や
Ｏ
Ｘ
い
　

〇
∞
］

（Ｓ
ｅ
ｘ
む

ｘ
∞
　
⇔
露

②⑮働 ②  ④

。
「
　
　
　
秦
□
万
呂
　
　
　
日
――
日
長
谷
マ
万
昌

少
丁
　
調
枚
人
　
　
　
　
『
不
』
物

マ
小
東
大

長
谷
マ
ロ
万
呂
　
『
不
』
同
日
―十
日
Ш

名
□
回
日
佐
婆
万
呂
　
『
不
仕
』
日
□
日
日
日
Ш

物

マ
少
口
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（憑
ｙ
（じ
溢

ｏむ

田
辺
志
我
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ旨

・
×
辺
家
継
　
　
　
　
」

・
日
回
〔麗
人

対

一
人
正
丁

十
七
人
口
日
日
口
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
共
こ
る

ｏこ

膳
大
伴〔酪
評
　
膳
大
ｘ
（中
∞
９
）
×
〕ω
×
φ
　
Ｏ
諄
⇔

（
ヽ

ｅ

ｘ
含
じ

ｘ
”
　
ｏ
置

右
依
来
数
検
園

（Ｓ
９
×
命
ｅ
ｘ
∞　
ＯＲ

□ 勝
マ  マ



⑬

・
コ
楽
院

依

仕

奉

人

　
嶽
障
綿
樵
鮭
　
承
Ы
月月
〔軌
脚
≧

肥

絡
本国
菊
一地

＝

〔子
己

Ｈ
郡
□
養
郷
人
」

〔
回

ヵ
〕

名
悲
田
院
悲
□
院
　
充
大
□
不
□
未
日
日
日
□
」ヽ
『
Φ
×

卜
∞
×

卜
　

〇
臣

「□
□
□
出
雲
国
大
一日
日
日
日
日
日
日
国

001

大
原
郡
佐
世
郷
郡
司
勝
部
□
智
麻
呂
日
Ｈ
日
国

〔屋
≧
　
　
　
　
　
　
（∞『じ
×
Ｓ
×
］

「
□
ロ

マ
廣
麻
呂
庸
米
五
斗
」
　
　
　
　
　
　
μΦ買
〕契
ト

「
＜
治
田
大
□
米
五
斗
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μミ賀
μ授
ω

「
＜
　
銭
三
百
文
」

「
＜
主
□
智
識
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸∞隻
Ｐ受
〕

1301329ω

　

「
日
日
日
□
辺
肥
酪
旺
酎
節
稼
卦
破
十
文
　
合
七
貫
四
百
八
十
文
」

∞
い
ω
×
∞
卜
×
∞
　
Φ
滓
中

①

　

□
□
□
諸
道
迩
迩
金
金
金
人
人
人
之
之
之

（〕
ΦΦ
）
×
】
∞
×
岸〇
　
〇∞
ド

大
仏
建
立
に
関
わ
る
整
地
層
の
下
に
、
自
然
堆
積
層

（厚
さ
二
〇
ど
三
〇
Ｊ

が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
木
簡
三
二
六
点

今
っ
ち
削
暦
八
二
点
）
を
検
出
し
た
。
木
簡

の
密
集
度
が
き
わ
め
て
高
く
、
長
大
で
厚
み
の
あ
る
木
筒
が
多
い
。
木
筒
の
材

質
は
ヒ
ノ
キ
が
多
く
、
加
工
痕
跡
を
み
る
と
、
整
地
層
出
土
の
木
片
と
共
通
し

て
お
り
、
大
仏
鋳
造
工
事
現
場
で
用
い
ら
れ
た
木
材
を
利
用
し
て
、
木
簡
を
作

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

年
紀
を
記
す
木
簡
は
な
い
が
、
⑬
の
の
よ
う
に
、
郷
里
制
廃
止
後
の
も
の
が

含
ま
れ
、
ま
た
②
に
み
え
る
人
物
が
正
倉
廃
文
書
に
み
え
る
田
辺
家
継
と
同

一

人
と
し
て
よ
け
れ
ば
、
彼
は
天
平
勝
宝
二
年

（七
五
〇
）
頃
か
ら
上
毛
野
君
家
継

と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
木
簡
の
内
容
に
も
、
大
仏
鋳
造
に
関
わ
る
も

の
が
多
い
の
で
、
出
上
し
た
木
簡
は
、
大
仏
鋳
造
の
開
始
さ
れ
た
天
平

一
九
年

（七
四
七
）
九
月
か
ら
、
大
仏
殿
の
完
成
し
た
天
平
勝
宝
三
年

（七
五
ご

頃
ま
で

の
も
の
と
み
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

木
簡
に
は
、
上
端
あ
る
い
は
上
下
端
に
、
刀
子
で
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札

が
多
く
三
七
点
を
数
え
、
削
居
を
除
い
た
木
簡

一
四
四
点
の
約
二
六
％
を
占
め

る
。
こ
れ
ら
の
付
札
木
筒
の
内
容
は
、
斤
両
で
重
さ
を
示
し
た
り
、
竃
の
名
称

と
そ
の
電
で
用
い
ら
れ
る
鉱
物

（銅
と
み
て
よ
い
）
の
重
量
を
示
す
も
の
に
限
ら

れ
る
の
で
、
鉱
物
を
入
れ
た
床
袋
な
ど
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

①
ぞ
③
は
鋼
の
重
量
を
示
す
付
札
で
あ
る
。
当
時
の
一
斤
は
、
正
倉
院
銀
重

の
計
量
に
よ
り
、
現
在
量
で
約

一
八
〇
匁

（一ハ
七
五
ｇ
）
と
推
定
で
き
る
の
で

（な
お
明
治
二
四
年
制
定
の
度
量
衡
法
に
よ
り
、
一
斤
は
一
六
〇
匁
に
統
一
さ
れ
た
）、
⑪

の
三
百
斤
は
二
〇
二

・
五
範
に
相
当
す
る
。
⑥
⑦
①
に

「畝
」
の
単
位
が
み
え
、

水
洗
鋼
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
付
札
と
推
測
さ
れ
る
。
三
仲
製
鋼
の
久
野
雄

一
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郎
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
銅
は
再
生
可
能
な
鉱
物
で
、
鋳
型
や
炉
に
こ
び
り

つ
い
た
銅
は
、
そ
れ
ら
を
砕
き
、
水
洗
い
し
て
乾
燥
さ
せ
る
。
水
洗
鋼
と
よ
ば

れ
る
こ
れ
ら
の
銅
を
乾
燥
さ
せ
る
時
、
現
在
も
畝
状
に
広
げ
、
そ
れ
を
「
ウ
ネ
」

と
称
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③
は
、
ス
ズ
を
多
く
含
み
白
色
を
呈
す
る
白
鋼
を
砕
き
、
床
袋
に
入
れ
て

一

包
に
し
た
も
の
に
く
く
り
つ
け
た
付
札
で
あ
る
。
⑪
を
０
は
大
量
に
用
い
ら
れ

た
原
料
鋼
の
付
札
で
あ
り
、
鉱
物
名
を
記
さ
ず
と
も
自
明
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑩
は
原
料
銅
の
支
出
記
録
で
、
文
字
の
読
み
と
れ
る
範
囲
で
総
計
四
二
七
斤

全
一八
八
蛇
）
と
な
る
。
①
は
、
大
仏
鋳
造
現
場
か
ら
光
明
皇
后
の
皇
后
官
に
請

求
し
て
、
原
料
銅
を
製
錬
し
た
上
質
の
銅

（熟
銅
こ

一
一
〓
〓
一斤
（約
七
生
ハ
ト

ン
）
が
施
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
木
簡
で
あ
る
。
光
明
皇
后
は
、
従
来
考
え
ら

れ
て
い
た
以
上
に
、
大
仏
鋳
造
に
深
く
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
。

⑫
を
⑬
に
み
え
る
竃
は
、
大
仏
鋳
造
に
際
し
多
数
用
い
ら
れ
た
熔
解
炉

令
こ

し
き
炉
じ

を
指
し
、
「右
」
の
よ
う
に
方
位

（鋳
型
を
中
心
に
み
て
、
「右
」
は
西
側

を
意
味
す
る
か
）
と
、
コ
ご

「四
」
「五
」
「
七
」
の
よ
う
に
、
順
番
を
示
す
も
の

と
が
あ
る
。
「右
」
に
対
す
る

「左
」
が
あ
る
は
ず
で
、
「北
」
と
記
す
も
の
も

あ
る
。
方
位
を
示
さ
な
い
竃
は
、
鋳
型
の
正
面
に
お
か
れ
た
炉
で
あ
ろ
う
。
各

方
位
に
七
基
ず
つ
熔
解
炉
が
据
え
ら
れ
た
と
す
る
と
、
計
二
八
基
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。　
一
部
で
は
、
東
大
寺
鐘
楼
の
大
鐘
を
鋳
た
際
の
遺
構

。
遺
物
と
す
る

見
解
も
出
さ
れ
た
が
、
熔
解
炉
の
荻
の
多
さ
か
ら
み
て
賛
同
で
き
な
い
。

⑪
！
の
は
、
大
仏
鋳
造
な
ど
の
労
役
作
業
に
従
事
し
て
い
た
人
々
に
関
わ
る

記
録
で
、
労
役
の
あ
り
方
を
示
す
。
の
は
、
そ
う
し
た
作
業
現
場
に
関
わ
る
内

容
を
も
つ
。

表
の
記
載
は
、

「薬
院
に
よ
り
仕

へ
奉
る
人
」
と
で
も
読
む
の
で

あ
ろ
う
か
。
肥
後
国
菊
地
郡
子
養
郷
の
人
で
あ
る
大
伴
郡
鳥
上
と
大
伴
部
稲
依

は
、
光
粥
皇
后
の
皇
后
官
に
敷
設
さ
れ
た
薬
院

（施
薬
院
）
に
奉
仕
し
て
い
た
が
、

施
薬
院
か
ら
大
仏
鋳
造
現
場
へ
派
遣
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
の
に

み
え
る
よ
う
に
、
熔
解
炉
が
破
裂
す
る
な
ど
の
危
瞼
な
事
故
が
鋳
造
現
場
で
は

度
衣
あ
り
、
医
療
の
心
得
の
あ
る
二
人
が
施
楽
院
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

裏
面
は
釈
文
が
確
定
的
で
な
い
た
め
、
そ
の
内
容
は
未
詳
だ
が
、
悲
田
院
の
記

載
が
注
目
さ
れ
る
。　
こ
れ
ま
で
悲
田
院
に
つ
い
て
は
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝

字
四
年

（七
六
〇
二
ハ
月
七
日
条
の
光
明
皇
太
后
の
亮
伝
に
み
え
る
程
度
で
、
伝

承
の
域
を
出
な
か
っ
た
が
、
⑬
に
よ
り
、
そ
の
存
在
が
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。

⑪
と
と
も
に
、
大
仏
鋳
造
に
光
明
皇
后
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
て
興
味
深
い
。

④
を
い
は
、
大
仏
鋳
造
な
ど
の
労
役
作
業
に
従
事
し
て
い
た
人
々
を
書
き
あ

げ
た
も
の
で
、
の
の
少
丁
、
②
の
正
丁
の
記
載
は
労
役
の
あ
り
方
を
示
し
て
い

る
。
⑬
も
、
そ
う
し
た
作
業
現
場
に
関
わ
る
内
容
を
も
つ
。
①
は
、
赤
外
線
カ

メ
ラ
で
か
ろ
う
じ
て
文
字
を
読
み
と
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
天
平
五
年
二
月
の

『
出
雲
国
風
上
記
』
に
、
大
原
郡
佐
世
郷

（大
原
郡
大
東
町
上
佐
世
・
下
佐
世
の
一

帯
）
が
み
え
る
。
同
郡
斐
伊
郷
条
に
、
大
領
勝
部
臣
虫
床
呂
の
造
る
新
造
院

一

所
が
み
え
、
ま
た
大
原
郡
の
郡
司
主
帳
と
し
て
無
位
勝
部
臣
が
み
え
て
い
る
。

出
雲
国
か
ら
、
金

・
銀

。
鋼

・
モ
リ
ブ
デ
ン
等
の
鉱
物
の
産
出
す
る
こ
と
が
知



ら
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
こ
の
木
簡
も
原
料
銅
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
大
原
郡
佐
世
郷
と
大
量
の
銅
剣
を
出
上
し
た
荒
神

谷
遺
跡

（出
雲
郡
健
部
郷
）
と
は

一
〇
血
ほ
ど
離
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
注
離
さ
れ
る
。

⑫
は
、
智
識
（知
識
）
と
し
て
施
入
さ
れ
た
銭
二
百
文
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た

付
札
で
、
天
平

一
五
年

一
〇
月

一
〇
日
に
出
さ
れ
た
大
仏
建
立
の
詔
の
趣
旨
に

基
づ
い
て
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
。

（中
井
一
夫
・
和
田
　
率
）

奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

・
鯨
町

。
四
分
町

２
　
調
査
期
間
　
　
内
一異
東
外
郭
地
域
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
ご

一月
？

一
九

八
九
年
五
月
、
官
西
南
部
地
域
　
一
九
八
八
年
四
月
を
五

月
、
西
方
官
衛
地
域
　
一
九
八
八
年
八
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
舟
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
行
跡

６
　
澄
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

一　
内
裏
東
外
郭
地
域

（第
五
八
次
調
査
）

調
査
地
は
藤
原
官
内
裏
東
外
郭
地
域
の
東
南
部
に
当
り
、
第
五
五
次
調
査
区

（
一
九
八
七
年
調
査
）
の
南
方
で
、
第
二
次

（
一
九
七
〇
年
調
査
）
。
第
四
次

（
一
九

七
一
ｔ
七
二
年
調
査
）
両
調
査
区
に
南
北
を
狭
ま
れ
る
位
置
に
あ
る
。
調
査
面
積

は
約
五
〇
〇
〇
ゴ
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
古
墳
時
代

・
七
世
紀
後
半

・
藤
原
宮

期

。
平
安
時
代
な
い
し
は
中
世
の
各
時
期
に
属
す
る
。
藤
原
官
期
の
遺
構
に
は
い

東
大
構
ｓ
Ｄ
一
〇
五
、
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
の
西
方
に
あ
る
内
裏
東
外
郭
を
画
す
る
掘

立
柱
塀
Ｓ
Ａ
八
六
五
と
そ
の
東
西
に
接
し
て
流
れ
る
二
条
の
南
北
溝
ｓ
Ｄ
八
六

九

・
Ｓ
Ｄ
八
七
五
、
ま
た
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
の
東
方
に
あ
る
二
条
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
八


